トウキョウガイコクゴダイガク フゾクトショカン デ ヨメル オイシイ ホン by unknown
展示企画レポート
村上遥
　　　
石山夕記
木 有美子
　
上村千尋
（学術情報課）
東京外国語大学附属図書館で読めるおいしい本
東京外国語大学附属図書館には、各国の文化を知るためのさ
まざまな本があります。図書館では、本学の大学祭「外語祭」の期間に合わせ、選 すぐりの料理に関する本三二冊を集めて、「東京外国語大学附属図書館で読めるおいしい本」と題した展示を行いました。（期間／二〇一六年一一月一日～二五日
　
場所／図書館
2階閲覧室）
図書館では、使いやすさを考えて本を言語ごとに分けて並べ
ています。そこで普段は別々の場所に置かれている世界各地の
料理本を一カ所に集めて展示することで、 「こんな本があったんだ！」という発見につなげたいと考えました。また実際に本を手に取って、借りてもらえるような展示作りを心がけ した。
日本語・英語以外の言語で書
かれた図書には、簡単な説明ＰＯＰをつけました。階段下のち
ょっとしたスペースを利用し、見ているだけでも楽しくなるよう、小物で飾り付けをしました。また気軽に立ち寄ってもらえるよ ソファや回転ラックなども設置しました。最終的には、半数の展示資料が貸出され、ソファでゆっくり本を読む人や立ち読みをする人の姿も多く見られました。なお、展示資料のリストは「図書館からのお知らせ」で公開しています。(U
R
L
:http://w
w
w
.tufs.ac.jp/blog/is/g/new
s/2016/11/)
展示ではｉＰａｄを使った電
子展示も同時に行いました。ブクログという仮想の本棚を作成できるｗｅｂサービスを利用 、展示し れなかった図書も含めて紹介しています。展示を見られなかった人は、ぜひ、こちらからご覧ください。 （ＱＲコ ドからもアクセスできます）
ブクログ（電子展示）
URL:http://booklog.jp/users/murakamiharuka
展示の様子
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東京外国語大学図書館で読めるおいしい本展示の中で人気が高かったものや、図書館職員おススメの本をご紹介します。気になる本があったら、ぜひ図書館へ。
 
世界を食べよう!
東京外国語大学の世界料理
沼野恭子編
東京外国語大学出版会， 2015
A/383/726997（3F 閲覧室）
Contemporary 
Turkish Cooking 
Filiz Zorlu 
Citlembik, c2007
K/596/637421（書庫 2 層） 
The Food and Cooking of 
Vietnam and Cambodia 
Ghillie Ba an
Lorenz, 2006
K/596/628718（書庫 2 層） 
家庭で楽しむペルシャ料理  
レザ ラハバ， 長谷川朝子著
河出書房新社， 2009
A/596/654449（3F 閲覧室） 
Street Food of India  
Sephi Bergerson
I.B. Tauris, c2010
HUB/K/666097（１Ｆ閲覧室史資料ハブコーナー） 
Food and travel Lāo  
Sutthipong Suriya, Wandārā  Amphaiphǭn 
บ้านพระอาทิตย์， 2005
E1/596/635010（書庫 1 層） 
和訳はずばり、『ロシア料理』。  ペー
ジに色が付いていて、絵柄もかわ
いい本です。外語祭でよく出品さ
れるボルシチやピロシキものってい
ます。日本語の『家庭で作れるロ
シア料理』（A/596/714842）（3F
閲覧室）と一緒にどうぞ。 
こ の 本 の 魅 力 は、
とにかく色。 色彩
豊かなベトナム・カ
ンボジア料理の写
真付きのレシピは、
見ているだけでお
腹がすいてきそう
です。 
ペルシャとは、 現
在のイランのこと。
イランで日ごろ親し
まれている料理の
レシピがきれいな
写真とともにのせら
れています。 食材
は日本で手に入る
ものばかり。 文化
がわかるコラムもう
れしい 1 冊。 
50 ものインドの屋台食を紹介。 レシピだ
けでなく、売り手や買い物客の写真も多く、
思わず食べ歩きしたくなる１冊です。 
Русская  кухня 
Елена   Молоховец 
Изд-во "Эксмо", c2008 
S/596/657482（書庫 1 層） 
イギリス菓子図鑑 
羽根則子著
誠文堂新光社， 2015
A/596/723960（3F 閲覧室） 
世界のじゃがいも料理  
誠文堂新光社編
誠文堂新光社， 2015
A/596/730900（3F 閲覧室） 
タイトル   
著者
出版社、出版年
請求記号（配架場所） 
図書館職員から
ひとこと 
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